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★町の人ロ★人口10,115(1- 6）男4,802（士 0）女5,313(1- 6）世帯合計3,437(1- 1) 63年7月末日現を）内は前月との比較です 

いつまでもお元気で 

長生してね 
ジゴ 糞静 ‘ 

g赤可也町社会福祉会（山下次男会長）では 

夏休み およそ鯛力月問にわたり 学童保 

青をしてい欧す「がえるの学校」の、子供 

たち踊J、が，⑧周⑤国（金ノに前日まで心を込 

めて作った千覆鵬をもっ 町内の老人ホー 

ム《ラ難I建Iと慶闘園》を闘司し毒した＠ 

m つまでも元気で健としてね』とのI顧 

いを込めた千覆鵬を受サとりし子供たちか 

らやさしく肩をもんでくしらったお喜瑠りの 

方＠Dお薦やかよー！須臓し涙の’'T 二い讐ってい 

るのい：I'＝おでした＠ 

この『かえるの挙‘ は．‘級肉ゆ愛子、 

園浮，共働きをされている巧4 一の貞Iiミたち 

を飼鳳に行ってい局を厄Dで、今律で母回目 

を迎え欧したe 



幻
 

り
 

ふれあいと 
文化の町をめざして 

赤池町制印周年 

今
回
は
、
「
上
野
村
」
 
の
 
「
上
野
」
 
と
 

「
赤
池
町
」
の
「
赤
池
」
の
地
名
の
識
 

に
つ
い
て
昭
和
五
年
に
作
成
さ
れ
た
、
 

「
上
野
村
史
」
に
よ
り
話
を
進
め
ま
す
。
 

で
も
「
上
野
村
史
」
の
文
章
を
、
そ
 

の
ま
ま
引
用
す
る
の
は
現
在
使
用
さ
れ
 

て
い
な
い
漢
字
が
多
く
、
表
現
も
難
解
 

な
部
分
が
あ
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
取
っ
 

付
き
に
く
い
の
で
、
書
か
れ
て
い
る
事
 

の
表
現
を
変
え
な
い
程
度
に
意
訳
し
て
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◆
ま
ず
「
上
野
」
か
ら
で
す
 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
 

ー
そ
の
昔
、
日
本
武
尊
（
伝
説
上
の
 

人
物
）
が
、
土
蜘
妹
（
注
①
）
を
征
伐
 

す
る
た
め
の
行
軍
の
途
中
、
上
野
村
に
 

て
休
憩
し
、
こ
の
附
近
の
情
況
を
調
べ
 

る
た
め
、
高
所
に
一
歩
一
歩
上
っ
て
い
 

く
際
、
「
こ
こ
は
上
り
野
か
な
」
 
と
言
っ
 

た
の
を
昔
か
ら
「
上
野
村
」
 
に
生
活
し
 

て
い
る
人
が
、
日
本
武
尊
が
こ
の
附
近
 

を
「
上
野
」
 
と
言
っ
た
と
代
々
に
伝
え
 

て
、
「
上
野
」
 
と
言
う
地
名
が
就
い
た
と
 

い
う
事
で
す
。
な
お
、
上
野
は
、
そ
の
 

昔
、
田
河
部
城
田
と
称
さ
れ
て
い
た
そ
 

う
で
す
。
 

◆
次
は
「
赤
池
」
で
す
 

の
赤
池
町
 

ー
そ
の
昔
、
日
本
武
尊
が
、
赤
池
附
 

近
の
暴
徒
を
討
伐
す
る
た
め
、
軍
を
赤
 

し
ょ
」
つ
き
 

池
に
駐
め
た
時
、
こ
の
地
に
は
庫
気
（
 

注
②
）
が
多
く
、
こ
の
庫
気
に
患
か
れ
 

ば
、
人
間
は
言
う
に
及
ば
ず
馬
ま
で
も
 

倒
れ
て
い
き
、
尊
は
大
い
に
悩
み
ま
し
 

た
。
あ
る
夜
、
フ
」
の
庫
気
を
消
す
為
に
 

は
、
赤
池
の
貴
船
山
の
北
麓
に
湧
き
出
 

る
「
霊
水
」
を
妻
に
盛
り
、
そ
れ
を
軍
 

に
持
た
せ
よ
」
と
の
神
夢
を
見
て
、
そ
 

の
夢
の
と
お
り
に
実
行
す
る
と
、
思
う
 

が
ま
ま
に
暴
徒
の
征
伐
が
で
き
た
の
で
 

こ
の
湧
き
水
の
溜
ま
っ
た
池
を
「
軍
士
 

を
救
助
し
て
く
れ
た
命
の
親
な
り
、
我
 

賀
池
な
る
」
 
と
言
っ
た
の
を
、
後
世
に
 

な
る
に
従
い
 
「
ワ
ガ
イ
ケ
」
 
が
 
「
ア
カ
 

イ
ケ
」
 
と
な
っ
て
い
っ
た
、
と
伝
え
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

又
、
も
う
ー
つ
の
説
は
、
梯
語
（
注
 

あ
 

か
 

③
）
に
て
阿
伽
と
い
う
の
は
浄
水
と
言
 

う
意
味
で
、
「
赤
池
」
 
に
浄
水
池
が
あ
っ
 

た
の
で
 
「
阿
伽
池
」
 
と
言
っ
た
、
 

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ン」土〕 

注
①
廿
神
話
伝
説
で
、
大
和
朝
廷
に
 

服
従
し
な
か
っ
た
人
た
ち
の
事
 

注
②
廿
熱
病
を
起
さ
せ
る
山
川
の
悪
 

気
 注

③
廿
仏
の
教
え
た
言
葉
。
仏
教
に
 

関
す
る
語
。
 

今
ま
で
話
し
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
 

地
名
に
は
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
の
部
 

分
が
多
く
、
私
た
ち
の
祖
先
が
代
を
重
 

ね
て
語
り
継
ぎ
、
日
々
の
暮
し
の
中
に
 

生
き
づ
き
、
根
を
張
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
 
「
赤
池
」
、
「
上
野
」
に
限
 

り
ま
せ
ん
。
 

「
赤
池
町
」
が
、
町
制
五
 

十
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
会
に
、
い
ま
 

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
 
「
赤
池
町
」
 
の「」 

と
や
、
み
な
さ
ん
が
住
ま
れ
て
い
る
所
 

あ
y
ど
 

の
字
の
由
来
を
少
し
考
え
て
み
る
の
も
 

楽
し
い
事
か
と
思
い
ま
す
。
 

×
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
よ
 

お年寄Jの方々へ 

秋の交通安全運動（9月21日～30日まで） 
Z 
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本 
の 
六 
十 
五 
歳 
以 
上 
の 
高 
齢 
者 

人
口
が
、
急
速
に
増
え
て
き
て
い
ま
 

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
事
故
で
亡
 

く
な
ら
れ
る
お
年
寄
り
の
方
々
も
、
 

年
々
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
増
加
し
 

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
 

死
亡
の
う
ち
、
 

“
歩
行
中
）
の
事
故
 

に
よ
る
死
亡
者
が
半
数
以
上
を
占
め
 

て
い
ま
す
。
く
る
ま
社
会
の
中
で
は
、
 

“
弱
者
）
の
立
場
に
あ
る
皆
さ
ん
が
、
 

昭和62年度 高齢者の死者数（状態別） 

自動車乗車中 

議） 

轟 
ニ輪車乗車中 

謂） 
自転車乗用中 

その他 
19(0.7 ) 

（
注
）
警
察
庁
資
料
に
よ
る
 

目
内
は
構
成
比
岡
で
す
。
 

悲
惨
な
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
 

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
も
 

う
一
度
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

専
濡
」
ー
ー
 
ーメ乃そ 

、

一

 
一
 

死
亡
事
故
の
特
徴
 

ノhP 

3
1
1
一
ー
く
，
i
 

／
チ
カ
 

お
年
寄
り
の
歩
行
中
の
死
亡
事
故
 

の
中
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
、
道
 

を
横
断
し
て
い
る
場
合
で
、
死
亡
者
 

十
人
中
、
七
人
以
上
と
い
う
割
合
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

信
号
を
無
視
し
て
は
、
い
け
ま
せ
 

ん
し
、
横
断
し
よ
う
と
し
て
、
駐
車
 

し
て
い
る
車
の
陰
か
ら
、
道
へ
出
る
 

こ
と
も
、
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
目
に
車
が
見
え
て
い
る
か
 

ら
と
い
っ
て
、
運
転
し
て
い
る
人
か
 

ら
、
あ
な
た
が
見
え
て
い
る
と
は
か
 

ぎ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
自
分
の
体
力
に
自
信
を
も
 

ち
す
ぎ
な
い
こ
と
も
、
交
通
事
故
か
 

ら
身
を
守
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
 

で
す
。
と
く
に
、
幅
広
い
道
路
を
横
 

断
す
る
と
き
、
今
、
信
号
が
青
だ
か
 

ら
と
い
っ
て
渡
る
の
で
は
な
く
、
も
 

う
一
度
青
に
な
る
の
を
待
っ
て
か
ら
 

【つ 
▲昭和3年11月22日に制定された 
「上野村」 の村章。剣、曲玉、鏡の 
いわゆる三種の神器をデザインし 
たもの。 ノ

 

需
 

渡
る
余
裕
を
も
つ
こ
と
が
、
あ
な
た
 

の
安
全
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
 

で
す
。
 

後
ろ
か
ら
走
っ
て
く
る
 

車
に
用
心
を
 

横
断
中
の
次
に
多
い
の
は
、
道
の
 

左
側
を
歩
い
て
い
る
と
き
で
す
。
車
 

は
左
側
通
行
の
た
め
、
歩
い
て
い
る
 

あ
な
た
の
後
ろ
か
ら
走
っ
て
き
ま
す
。
 

人
間
は
後
ろ
に
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

追
い
抜
い
て
い
く
車
に
、
ひ
っ
か
け
 

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
必
ず
 

道
路
の
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

自
分
の
体
力
を
正
し
く
判
断
し
て
 

と
っ
さ
の
動
作
を
必
要
と
し
な
い
よ
 

う
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
 

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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スチメ麟二し孝す 
スズメ蜂等の駆除をします。こ 

れは毎年、養蜂組合の組合員のみ 

なさんのボランティア活動による 

協力や田川支部（春本杉松支部長） 

の協力で、実施されるものです。 

スズメ蜂等で、お困りの方、お 

問い合せ下さい。 

ト個人負担ノ5千円（薬品代、ガ 

ソリン代なのです） など 

ト場所や、巣の状態を詳しく説明 

して下さい。 

⑨問い合せノ役場住民福祉課衛生 

係廿28-2004 （内線249・259番） 

健康チェックパート且 

〇成人病検診亡◇胸写（結核検診）、間診、身体 

計測、血圧、検尿、他にもあ 

ります。 

〇婦人ガン検診中子宮ガン、乳ガン検診 

〇乳ガンの自己検診法中検診の待ち時間に自 

己検診法を実技指導 

〇肺ガンコーナー亡◇胸部x線写真と略疾によ 

る検査 

〇講演会L◇講師、町立病院医師（蒜鎌嘉 

※他にも健康相談のコーナーなど、いろいろ 

なコーナーが盛り沢山あります。 

レ9月4 日（日）午前10時から午後3時まで 

レ場所は町民会館で行います。 

参加して下さーノ、～し 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

募集中 歌 d も ど 子 
いつでも、どこでも、だれもが唄える新しい 

童謡を募集しています。 

作曲、作詞・作曲、又は譜面にならない場合 

はテープに吹き込んでお送り下さい。 

締切りは9 月10日田です。 

※送り先・問い合せ 赤池町民会館】童謡祭 

「こどもの歌」募集係 廿28- 4 1 0 0 

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
の
新
年
金
 

制
度
で
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
 

の
方
は
原
則
と
し
て
、
全
員
国
民
年
金
 

に
加
入
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
 

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
 

さ
ん
（
被
扶
養
配
偶
 

者
）
も
、
国
民
年
金
 

の
第
三
号
被
保
検
者
 

と
し
て
加
入
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
 

▼
保
検
料
の
支
払
い
 

4
よ
 

第
三
号
被
保
険
者
 

の
保
険
料
は
、
御
主
 

人
の
加
入
す
る
厚
生
 

年
金
保
検
や
共
済
組
 

合
が
ま
と
め
て
負
担
 。

 

サラリーマンの奥さん 
×くiくくく・×誠く杖・浄×iく・：iく・：iか：く・：航く・：くくく試鳶・：・：く・：・：i・x・ 

し
ま
す
の
で
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
号
被
保
検
者
で
 

あ
る
旨
を
届
け
出
て
、
認
定
を
受
け
る
 

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

手続きはすみましたか 河村光陽’8810月29日・加日童謡まつり 

探しています～ 

古い写真を探していますク 

お借りしてミ複写こ した後、お返しします。 

ご協力下さい。 

ト役場、総務課、文書広報係まで 

ff28- 2 0 0 4 （内線243) 

④④④④④,④④④④④④④ 

▼
未
加
入
者
は
未
納
者
に
 

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は
原
則
と
 

し
て
二
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
 

来
ま
せ
ん
。
 

未
届
の
ま
ま
二
年
間
を
経
過
 

し
た
分
が
、
時
効
に
よ
り
保
保
 

料
の
未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
に
 

な
り
ま
す
。
 

こ
の
期
間
が
増
え
る
ほ
ど
将
 

来
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
 

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら
 

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

ま
だ
、
手
続
き
の
す
ん
で
い
 

な
い
方
は
、
す
ぐ
手
続
き
を
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

〇
問
い
合
せ
は
、
役
場
住
民
福
 

祉
課
年
金
係
へ
。
 28 

1
2
0
 

0
4

（
内
線
2
4
8
番） 

国民体育大会夏期大会一4日～7日（京都で・文部省） 障害者雇用促進月間一1日～30日（労働省） 
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川川川~川~川川“川川I 

ひ
 

と
 

育
て
よ
う
他
人
の
い
た
み
の
わ
か
る
人
 

七
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
し
た
。
 

「
差
別
を
な
く
せ
家
か
ら
 

社
会
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
街
頭
啓
発
を
始
め
、
街
頭
広
報
、
地
域
の
映
 

写
会
や
、
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
数
多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
、
平
和
で
明
 

る
く
住
み
よ
い
町
、
楽
し
い
生
活
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
の
願
い
、
あ
な
た
の
願
い
。
 

私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
以
 

上
 
「
幸
せ
に
生
き
た
い
」
 

「
安
定
し
た
 

仕
事
に
就
き
た
い
」
 

「
健
康
で
あ
り
た
 

い」 

「
愛
す
る
人
と
結
婚
し
た
い
」
 
な
 

ど
多
く
の
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

今
、
私
た
ち
を
取
り
ま
く
社
会
で
は
 

こ
の
願
い
と
は
う
ら
は
ら
に
多
く
の
問
 

題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
基
本
的
人
権
 

に
か
か
わ
る
差
別
事
象
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

な
か
で
も
、
同
和
地
区
の
人
々
に
対
す
 

る
偏
見
に
よ
る
差
別
は
社
会
問
題
に
か
 

~川川川川川川川川川I 

か
わ
る
許
せ
な
い
問
題
で
す
。
 

7
月
 30 

日
、
同
和
問
題
の
講
演
会
が
 

7
区
オ
リ
オ
ン
今
年
も
準
優
勝
縛
睦
ッ
大
会
 

8
月
 21
 

日
、
川
崎
町
運
動
公
園
グ
ラ
 

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
 

ウ
ン
ド
に
真
黒
に
日
焼
し
た
顔
の
郡
内
 

各
試
合
共
ホ
ッ
ト
な
戦
い
が
操
り
ひ
ろ
 

9
ケ
町
村
代
表
選
手
が
集
ま
り
、
第
 16
 

げ
ら
れ
、
ソ
フ
ト
の
8
区
竹
の
子
は
下
 

回
田
川
郡
子
ど
も
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

が
雨
天
の
な
か
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
男
子
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
 

女
子
は
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
赤
池
 

か
ら
は
、
7

月
に
行
わ
れ
た
町
大
会
優
 

勝
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
り
、
ソ
フ
ト
は
 

8
区
竹
の
子
、
F

・B

ボ
ー
ル
は
、
7
 

区
オ
リ
オ
ン
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

試
合
は
断
続
的
な
雨
が
ふ
る
中
、
日
 

I回中アワプ 
In おかいけ

全国のみなさん．ク 

おはよう 

ございます 

田
川
の
強
豪
金
田
町
に
敗
れ
去
り
ま
し
 

た
が
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
参
加
 

し
た
7

区
オ
リ
オ
ン
は
、
1

回
戦
地
元
 

川
崎
町
の
大
応
援
団
に
圧
倒
さ
れ
な
が
 

ら
も
下
し
、
2
回
戦
で
は
、
前
年
度
優
 

勝
チ
ー
ム
大
任
町
と
対
戦
。
シ
ー
ソ
ー
 

ゲ
ー
ム
の
戦
い
と
な
り
、
姉
妹
チ
ー
ム
 

で
あ
る
8
区
か
ら
の
助
人
の
ガ
ン
バ
リ
 

で
か
ろ
う
じ
て
9
対
8

で
逃
げ
切
り
、
 

、 

8 月16日、NHK夏の巡回ラジォ体操会が我が町を訪れた。事前の広報が 

実を結んだのか、午前6時を過ぎるころ、眠い目をこすりながら、こどもか 

らお年寄りまで約2千500人余の人達が町民グラウンドに集まった。【写真】 

昨夜来からの雨、 リハーサル中にも小雨がパラつくあいにくの空模様。 会 

場の人達やNHK スタッフの方々も不安の色は隠せなかった。 こさあ本番ミ 

『全国の皆さん、会場の皆さんおはようございます』 の声が会場に響き渡り、 

この声が天に届いたのか、どんより曇った東の空から朝日も参加。 虹ととも 

にイチ、ニィ、サン／そして参加者の大きな拍手を最後に、ラジオ体操会は 

無事に終った。 さわやかな朝、 1 日の始まりである。 わずか10分間という短 

いラジオ放送ではあったが、舞台裏では長い10分間であった。 放送が決った 

4 月からこの放送を成功させようと体協・体育指導委員・地区公民館一体と 

なっての取り組み。この団結こそこれからの赤池のカになるのでは…。 

真
夏
の
戦
い
 

喫
維
「
？
「
拶
 

ル
で
開
幕
し
た
、
第
 27
 

回
郡
民
体
育
大
会
も
、
8
月
 21 

日
の
陸
 

上
競
技
を
最
後
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
 

各
町
村
と
も
最
終
種
目
陸
上
と
あ
っ
て
 

大
部
隊
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本
町
 

か
ら
は
 15
 

名
と
少
数
の
参
加
で
苦
し
い
 

う
 
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
 
一
般
男
子
の
長
 

に
 
谷
川
純
一
 

（
車
道
）
、
今
年
初
参
加
の
青
 

年
女
子
の
末
継
智
恵
（
下
町
）
、
選
手
三
 

種
競
技
（
砲
丸
投
、
千
期
m
、
走
幅
跳
）
 

に
4
連
覇
を
達
成
し
た
沼
口
康
之
（
鋤
 

木
田
）
選
手
な
ど
、
最
後
を
飾
る
に
相
 

応
し
い
活
躍
で
堂
々
総
合
3
位
に
く
い
 

こ
み
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。
本
大
 

会
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
バ
レ
ー
ー
 

女
が
悲
願
の
初
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

の
総
合
優
勝
な
ど
近
年
に
な
く
各
選
手
、
 

日
頃
の
練
習
成
果
を
出
し
き
っ
た
大
会
 

で
、
各
種
目
の
応
援
に
か
け
つ
け
た
日
 

実
施
さ
れ
、
三
百
名
余
り
の
人
々
が
熱
 

心
に
聴
講
し
学
習
さ
れ
ま
し
た
。
 

講
演
の
前
に
児
童
生
徒
の
標
語
ポ
ス
 

タ
ー
入
選
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
「
幸
せ
と
は
」
の
演
題
で
、
一
一
一
 

井
高
校
の
角
敏
秀
先
生
の
熱
の
こ
も
っ
 

た
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
【
写
真
】
 

角
先
生
は
、
演
劇
活
動
に
情
熱
を
傾
 

け
、
活
動
を
通
し
て
人
間
尊
重
の
教
育
 

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

「
幸
せ
と
は
」
講
演
よ
り
 

⑥
今
は
自
分
の
幸
せ
を
願
う
余
り
、
他
 

人
の
幸
せ
を
考
え
な
い
人
が
多
い
。
今
 

後
は
自
分
の
こ
と
は
勿
論
、
自
分
の
国
 

だ
け
の
幸
せ
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
幸
 

せ
で
、
自
分
も
幸
せ
に
な
ら
な
く
て
は
 

な
ら
な
い
。
 

決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。
優
勝
戦
は
金
 

田
町
と
対
戦
。
惜
し
く
も
破
れ
、
2
年
 

連
続
の
準
優
勝
に
終
り
ま
し
た
。
 

勤
体
に
鏡
の
 

赤
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
 
池
中
 

32 

年
卒
業
生
同
窓
会
（
高
 

園
久
仁
子
・
田
中
近
両
幹
 

事
）
が
、
毎
年
何
か
を
残
 

そ
う
と
、
会
費
の
一
部
を
 

少
年
空
手
の
活
動
費
に
と
寄
付
が
あ
り
 

ま
し
た
が
、
空
手
部
は
今
、
練
習
場
所
 

に
な
っ
て
い
る
勤
体
に
皆
が
使
え
る
も
 

の
と
考
え
、
鏡
の
寄
贈
と
な
り
、
勤
体
 

に
近
々
設
置
の
予
定
で
す
。
 

野
町
長
、
体
協
役
員
も
満
足
そ
う
で
し
 

た
。
又
、
今
大
会
優
秀
選
手
は
、
9
月
 

18 

・ 
19 

日
に
筑
豊
地
区
で
開
催
さ
れ
る
 

県
民
大
会
に
郡
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
 

す
 。

 参
加
選
手
は
【
一
女
バ
レ
ー
】
千
葉
 

直
樹
監
督
以
下
 12 

名
【
剣
道
】
武
末
一
 

郎
、
田
中
浩
二
、
佐
藤
幸
久
【
卓
球
】
 

平
川
紀
美
子
、
日
高
景
年
【
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
】
藤
田
数
之
、
中
村
良
之
、
市
川
 

裕
一
、
山
形
瑞
枝
、
山
形
祐
美
子
、
高
 

林
広
美
【
陸
上
】
長
谷
川
純
一
、
池
田
 

尚
、
末
継
智
美
、
以
上
が
参
加
。
 

長
野
（
秀
）
君
ニ
連
覇
、
坂
田
さ
ん
 

3
位
入
賞
 

ー
土
国
空
手
大
会
ー
 

8
月
6

、
7

日
両
日
各
地
区
の
予
選
を
 

勝
ぬ
い
た
千
通
名
の
小
、
中
高
校
生
が
 

北
海
道
旭
川
市
に
集
い
第
 31 

回
全
国
空
 

手
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
か
ら
も
、
県
内
の
予
選
を
勝
ぬ
 

い
た
体
協
少
年
空
手
部
（
桜
井
新
一
部
 

長
）
の
長
野
士
郎
、
秀
裕
（
県
伏
）
の
 

兄
弟
を
は
じ
め
、
山
田
哲
也
（
小
藤
団
 

地
）
坂
田
早
苗
（
小
藤
）
の
4
選
手
が
 

出
場
、
試
合
は
各
種
目
と
も
実
力
伯
仲
 

の
戦
と
な
り
長
野
（
士
）
、
山
田
両
選
手
 

は
大
会
の
雰
囲
気
に
な
れ
ぬ
ま
ま
三
回
 

⑥
人
間
関
係
を
つ
く
り
上
げ
て
行
く
に
 

は
町
全
体
が
助
け
合
う
心
を
養
わ
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
町
は
、
わ
た
 

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
や
ら
ね
ば
な
ら
 

な
い
問
題
で
す
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

〇
と
 

き
 

9
月
 28 

日
（
水
）
 

午
後
7
時
 30 

分
 

〇
と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
 

し
て
、
み
ん
な
で
学
び
合
 

い
、
学
習
の
輪
を
広
げ
よ
 

一つ。 

状

串

 

●5 

事
 

よ
 
行
 

9

・
4
赤
池
町
長
杯
野
球
大
会
鳳
8
時
 

ー
町
民
球
場
。
 

町
民
ま
る
ご
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
 

2
皿
9
時
 30 

分
ー
町
民
会
館
。
 

9

・ 
11 

第
 21 

回
伽
才
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
肌
8
時
ー
町
民
G
他。 

9

・ 
18 

第
 31 

回
県
民
体
育
大
会
（
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
）
組
9
時
ー
町
民
会
館
。
 

保
育
園
体
育
の
集
い
組
8

・ 
30 

町
民
G
。 

9

・ 
25 

中
学
校
体
育
会
組
8

・ 
30 

ー。 

j

ノ
 

本
と
の
出
合
い
③
 

子
ど
も
の
ま
わ
り
は
 

い
つ
で
も
豊
か
な
読
 

り
‘
 

雄
に
舞
墳
か
欲
し
い
も
 

の
で
す
。
 

「
う
ち
の
子
は
、
本
を
読
ま
な
い
の
で
 

す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」
 
と
 

言
う
お
母
さ
ん
に
、
私
は
 
「
お
母
さ
ん
 

は
読
ん
で
い
ま
す
か
」
 
と
た
ず
ね
ま
す
。
 

な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
が
読
ま
な
い
の
は
 

母
親
が
本
を
手
に
し
な
い
と
言
う
事
だ
 

か
ら
で
す
。
 

豊
か
な
環
境
と
は
本
棚
に
本
を
並
べ
 

る
事
で
は
な
く
「
本
を
読
ん
で
い
る
親
 

夏
の
甲
子
園
も
終
り
、
地
元
 

の
福
岡
第
一
高
校
の
活
曜
は
、
 

心
お
ど
り
、
毎
日
テ
レ
ビ
の
前
 

に
釘
づ
け
に
な
っ
た
人
も
多
い
 

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
決
 

勝
戦
は
新
旧
の
対
決
と
な
り
、
が
っ
ぶ
 

り
組
ん
だ
素
晴
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
 

結
果
は
、
前
田
投
手
の
一
球
の
失
投
を
 

見
の
が
さ
ず
打
ち
返
し
た
広
商
広
重
選
 

手
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
淡
い
福
岡
第
一
 

の
夢
を
破
っ
た
A
優
勝
し
た
広
商
野
球
 

と
は
大
正
時
代
に
初
優
勝
以
来
刀
の
L
 

を
歩
か
せ
精
神
を
集
中
さ
せ
る
な
ど
、
 

精
神
野
球
を
伝
統
に
バ
ン
ト
を
か
ら
ま
 

せ
た
機
動
力
を
生
か
し
た
野
球
で
全
国
 

を
制
覇
し
た
▲
 50 

年
に
金
属
バ
ッ
ト
の
 

使
用
で
高
校
野
球
の
縮
図
も
変
り
、
池
 

田
高
校
、
P
L
学
園
と
パ
ワ
ー
野
球
に
 

偏
向
が
ち
に
な
っ
た
。
し
か
し
広
商
野
 

球
は
パ
ワ
ー
野
球
に
た
よ
ら
ず
、
広
商
 

の
本
質
の
伝
統
を
く
ず
さ
ず
、
先
を
見
 

た
中
で
今
夏
 15 

年
ぶ
り
の
優
勝
に
敬
意
 

を
表
し
た
い
▲
学
生
野
球
は
3
年
た
て
 

ば
選
手
が
入
れ
か
わ
り
伝
統
な
ん
て
と
 

言
う
人
も
い
る
が
、
先
人
が
培
か
っ
た
 

も
の
は
必
ず
伝
承
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

そ
れ
が
伝
統
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▲
本
 

町
も
 50 

年
経
過
し
、
池
田
勝
三
郎
初
代
 

町
長
は
じ
め
歴
代
の
赤
池
町
を
支
え
た
 

人
々
が
大
事
に
育
て
た
本
町
、
時
代
の
 

う
つ
り
変
り
の
激
し
い
中
で
、
伝
統
を
 

大
切
に
し
つ
つ
新
し
い
も
の
を
取
り
入
 

れ
な
が
ら
今
年
を
今
後
の
赤
池
づ
く
り
 

の
一
里
塚
と
し
て
過
し
て
い
き
た
い
。
 

の
姿
」
な
の
で
す
。
 

後
か
た
づ
け
が
終
っ
た
ひ
と
と
き
を
、
 

先
ず
、
お
母
さ
ん
自
身
が
テ
レ
ビ
を
消
 

し
て
本
を
読
ん
で
み
て
は
ど
う
で
す
か
。
 

そ
の
う
ち
に
、
子
ど
も
達
も
本
を
か
か
 

え
て
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
時
は
、
何
も
言
わ
ず
黙
っ
て
目
 

で
迎
え
て
や
っ
て
下
さ
い
。
口
を
開
く
 

と
い
つ
も
の
命
令
口
調
が
際
限
な
く
飛
 

び
出
し
て
読
書
が
勉
強
に
変
っ
て
し
ま
 

い
、
子
ど
も
が
つ
ま
ら
な
い
思
い
を
し
 

ま
す
。
一
回
で
終
ら
ず
に
、
暇
を
見
つ
 

け
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。
 

時
は
ま
さ
に
秋
ク
読
書
の
本
番
で
す
。
 

戦
で
敗
退
し
た
が
長
野
、
坂
田
両
選
手
 

は
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
好
成
積
 

を
収
め
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
。
 

長
野
秀
裕
【
組
手
の
部
】
 

優
 
勝
 

坂
田
早
苗
【
 

ク 

】 

3
 

位
 

長
野
秀
裕
【
形
の
 
部】 

4
 

位
 

「
月
曜
日
が
来
る
の
が
 

待
ち
ど
う
し
い
ん
で
す
」
 

「
お
腹
と
肩
の
肉
が
取
れ
 

た
ん
で
す
よ
」
 

「
ョ
ガ
を
 

し
て
帰
る
時
に
は
体
が
軽
 

く
な
る
の
で
効
果
が
出
て
い
る
の
で
し
 

ょ
う
ね
」
 

「
主
人
に
し
て
や
っ
た
ら
喜
 

L 人の心の 

豊かさを 
もとめて 

今年もまた、長くて 

熱い夏が終ろうとして 

います。夏は四季の中 

でも一番身体の消托の 

激しいシーズンです。 

春からの無理が夏に残 

り、秋風と共に体調を 

崩すと言われています。 

少し休息を取り冬に向 

けてのリフレッシュを 

計画してはいかがです 
かつ 

スポーツの秋、仲間 

といい汗流すのも一興 

ですよ。 

こ
ぶ
よ
」
 

「
楽
し
い
で
す
」
 
…
等
。
 

町
民
学
習
N

・W
事
業
の
ョ
ガ
教
室
 

の
皆
さ
ん
の
声
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
 

現
在
、
活
動
し
て
い
る
の
は
ョ
ガ
教
室
 

だ
け
と
言
う
淋
し
い
現
実
で
す
が
、
と
 

て
も
大
好
評
の
ョ
ガ
教
室
で
し
た
。
 

あ
な
た
も
、
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
趣
 

味
を
増
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
教
育
 

委
員
会
ま
で
。
皿
 28 

1
4
1
0
0
 



(6) 

が
ん
は
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
 

ー
 

予
防
策
を
考
え
よ
う
 

が
ん
は
日
本
人
の
総
死
亡
の
四
分
 

の
ー
を
占
め
、
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
健
康
増
 

進
・
疾
病
予
防
（
一
次
予
防
）
や
早
 

期
発
見
・
早
期
治
療
（
二
次
予
防
）
 

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
よ
 

る
死
亡
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り
 

ま
す
。
で
は
、
具
体
的
に
何
を
す
れ
 

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

一
次
予
防
は
 

ク
火
の
用
心
ク
 

O
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
 

〇
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
過
 

ぎ
に
注
意
 

〇
高
塩
食
品
を
避
け
、
脂
肪
お
よ
び
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
 

う
に
す
る
 

〇
熱
す
ぎ
る
飲
食
物
、
肉
や
魚
の
こ
 

げ
も
な
る
べ
く
避
け
た
ほ
う
が
良
 

い
 

こ
れ
ら
は
、
「
が
ん
に
か
か
ら
な
い
 

よ
う
に
す
る
」
 
予
防
で
、
火
事
で
い
 

え
ば
“
火
の
用
心
）
に
あ
た
り
ま
す
。
 

一
一
次
予
防
は
 

“
初
期
消
火
）
 

〇
毎
年
一
回
は
定
期
検
診
を
受
診
 

⑦
 

あ
り
が
と
プ
こ
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
八
月
十
七
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
太
田
政
文
（
薬
王
寺
）
〇
 

高
瀬
欣
一
（
高
尾
団
地
）
〇
浦
田
幸
子
（
 

大
谷
）
〇
中
村
博
樹
（
春
日
）
〇
内
田
冨
 

久
子
（
西
ケ
丘
）
以
上
五
件
で
総
額
十
五
 

万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
十
時
ァ
サ
オ
廿
六
千
円
〇
九
 

光
石
油
廿
五
千
円
〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
 

盟
廿
一
万
円
〇
赤
池
花
部
会
廿
一
万
円
 

〇
匿
名
の
方
五
名
廿
二
万
六
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
一
万
円
）
長
 

野
恵
廿
一
口
〇
永
末
正
雄
廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
福
智
会
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
ー
同
廿
三
口
〇
世
良
保
廿
 

一
口
〇
岩
見
林
廿
一
ロ
〇
岩
見
フ
ジ
子
 

廿
一
口
〇
舌
間
太
郎
廿
一
口
〇
舌
間
ミ
 

サ
オ
廿
一
口
〇
舌
間
花
子
廿
一
ロ
〇
久
 

松
ミ
サ
ォ
廿
五
口
〇
森
友
介
廿
一
口
〇
 

森
美
佐
香
ー
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
熊
谷
琢
義
井
一
万
 

円
〇
宮
崎
フ
サ
子
廿
一
万
円
〇
匿
名
の
 

方
廿
一
万
円
〇
林
ナ
ヲ
子
廿
五
千
円
o
 

村
上
ト
キ
ェ
廿
五
千
円
〇
永
末
サ
ナ
エ
 

廿
五
千
円
〇
吉
田
マ
サ
子
、
世
良
幹
二
、
 

世
袖
礼
子
廿
一
万
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
相
良
マ
ッ
ェ
（
南
町
）
廿
衣
類
 35 

点
 

〇
池
田
牛
乳
店
廿
衣
類
 32 

点
 

' 
い
 《一 

y
・
 

稀
 

（轟 '
 

!
 一
 

〇
主
治
医
と
と
も
に
疾
病
の
早
期
治
 

療
・
健
康
づ
く
り
 

こ
れ
ら
は
、
も
し
が
ん
に
か
か
っ
 

た
場
合
に
「
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
 

う
に
す
る
」
 
予
防
で
、
火
事
で
い
え
 

ば
“
初
期
消
火
刀
に
あ
た
り
ま
す
。
 

が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
早
期
発
見
・
 

早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、
完
全
治
ゅ
 

と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た
自
 

身
で
す
。
あ
な
た
の
た
め
、
そ
し
て
 

家
族
や
社
会
の
た
め
、
積
極
的
に
健
 

康
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
 

9 月福祉センターの行事 

) 

【仏教講演会】 
13日因午前11時～ 

【心配ごと相談日】 
7日、17日、27日 
午前10時～午後3時 

【母子婦人相談日】 
第4水曜日、28日 
午前10時～午後3時 

【健康相談日】 
第2火曜日、13日因 
午前10時～午後3時 

【休館日】 
5日、12日、15日 
18日、19日、23日 
26日 

【バス運行日】 
毎日運行 

【演 芸】 
入館者へ自由に 
舞台を提供しま 
す 

予
防
・
検
診
 

◆
三
種
混
合
 

二
十
日
因
 

対
象
者
 
生
後
 24
 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

◆
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

二
十
七
日
因
 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
1
4
歳
未
満
 

◆
乳
児
一
斉
健
診
 

二
十
八
日
困
 

対
象
者
 
生
後
2

カ
月
ー
 13 

カ
月
 

◆B

・C

・G 

二
十
九
日
困
 

対
象
者
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
陰
性
 

の
方
 

※
受
付
時
間
は
、
 
13 

時
 30 

分
か
ら
 14
 

時
 30 

分
ま
で
、
場
所
は
町
民
会
館
 

で
す
。
 

お元気ですか保健婦です 

▼
乳
児
一
斉
健
診
に
 

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

乳
幼
児
健
診
が
施
行
 

さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
 

30 

年
以
上
経
過
し
ま
し
 

た
が
、
最
初
は
乳
児
の
 

発
育
、
栄
養
な
ど
の
診
 

断
、
指
導
が
そ
の
目
的
 

で
し
た
。
 

し
か
し
現
在
で
は
、
 

小
児
保
健
医
療
の
著
し
 

い
進
歩
に
と
も
な
っ
て
 

発
達
小
児
科
学
的
方
法
 

に
よ
っ
て
境
界
児
、
ハ
 

イ
リ
ス
児
、
発
達
の
お
く
れ
、
難
聴
、
 

弱
視
や
奇
形
症
候
群
な
ど
の
早
期
発
見
、
 

そ
れ
に
伴
う
早
期
治
療
が
可
能
に
な
っ
 

て
き
ま
し
た
。
 

つ
ま
り
、
時
代
の
移
り
変
り
に
伴
っ
 

て
、
健
診
の
目
的
も
変
っ
て
き
て
い
ま
 

す
。
是
非
、
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
 

ち
し
て
い
ま
す
。
 

★
対
象
児
廿
生
後
2

カ
月
ー
 13 

カ
月
児
 

〇
期
日
 

九
月
二
十
八
日
困
 

〇
時
間
（
受
付
）
 

一
時
半
ー
 

一
一
時
半
 

〇
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

（
二
階
和
室
）
 

救急医療週間 
9月6日 ～12日まで 

何
よ
り
も
か
け
が
え
 

の
な
い
 
「
生
命
」
。
こ
 

の
 
「
生
命
」
を
守
る
た
 

め
に
普
段
か
ら
だ
れ
に
 

で
も
で
着
る
る
応
急
手
 

当
を
身
に
つ
け
て
い
る
 

と
、
救
急
の
時
、
大
変
 

役
に
立
ち
ま
す
。
 

九
月
九
日
の
「
救
急
 

の
日
」
を
は
さ
ん
だ
六
 

日
か
ら
十
二
日
ま
で
が
 

救
急
医
療
週
間
で
す
。
 

こ
の
週
間
を
機
会
に
 

正
し
い
救
急
処
置
や
、
応
急
手
当
を
覚
 

え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
よ
う
。
 

※
街
頭
啓
発
 

（
赤
池
町
 

内
ニ
ケ
所
）
 

▼
期
日
 

九
 

月
六
日
因
 

▼
時
間
 

午
 

後
四
時
ー
 

五
時
ま
で
 

▼
場
所
 

ダ
 

イ
コ
ー
前
 
赤
池
商
事
前
 

※
救
急
の
日
の
つ
ど
い
 88 

▼
期
日
 

九
月
八
日
困
 

▼
時
間
 

午
後
一
時
半
ー
四
時
半
ま
で
 

▼
場
所
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
 

「
映
画
」
「
講
演
」
「
実
技
講
習
」
 

「
救
護
訓
練
」
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

0
上
野
焼
グ
ラ
ニ
ッ
ク
六
月
末
兄
妹
 

展
 

〇
風
鈴
の
音
帳
け
れ
ば
身
の
涼
し
 

・
〇
七
タ
の
笹
な
け
れ
ば
老
い
ら
柿
嘱
 

・
〇
暑
中
は
が
き
筆
先
き
ふ
る
へ
齢
な
 

」m 

り
 

〇
右
足
の
マ
ヒ
の
急
に
出
で
静
養
室
 

一
『
〇
梅
雨
前
線
雷
と
共
に
不
安
定
 

〇
虫
鳴
く
や
ベ
ッ
ト
に
身
横
な
ぐ
さ
 

一畠
 

ま
る
 

】
ソ
〇
余
り
生
心
の
準
備
整
へ
り
 

〇
暑
中
見
舞
状
日
に
二
三
枚
う
れ
し
 

一『
 

こ
と
 

一
）
〇
つ
れ
づ
れ
を
ベ
ッ
ト
に
雑
詠
ガ
ン
 

一】・
 

バ
り
ぬ
 

蝉
か
ら
の
伝
言
 

・
一
 

鈴
 
夢
 

一（
 

私
は
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
と
云
う
名
の
 

ら
一
蝉
で
す
。
ひ
ょ
う
た
ん
村
の
山
の
一
 

一
「
角
に
祭
ら
れ
て
あ
る
大
日
堂
前
の
桜
 

一
畠
の
幹
に
卵
と
し
て
生
ま
れ
た
私
は
、
 

・×義敏」】」】敏」‘」」】 

七
月
に
幼
虫
に
な
り
、
幹
を
這
い
降
一
「
 

り
地
中
に
潜
っ
て
桜
の
根
っ
子
か
ら
 
喜
 

養
分
を
吸
っ
て
一
歳
、
二
歳
、
三
歳
、
一
」
一
 

四
歳
、
五
歳
と
過
ぎ
、
や
っ
と
七
年
 

間
に
し
て
地
中
か
ら
地
上
に
這
い
あ
 

が
り
成
虫
と
な
り
羽
化
し
て
飛
び
ま
 

わ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
。
私
は
七
年
目
に
し
て
な
ん
と
 

か
大
人
の
仲
間
入
り
が
出
来
ま
し
た
 

が
、
北
ァ
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ウ
シ
チ
ネ
 

ン
ゼ
ミ
さ
ん
な
ん
か
は
卵
か
ら
成
虫
 

に
な
る
ま
で
拾
七
年
間
も
か
か
る
と
 

の
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
造
花
の
神
さ
ま
 

も
本
当
に
気
紛
れ
な
方
で
す
ね
。
 

私
が
灰
色
の
地
中
か
ら
や
っ
と
地
 

め
く
る
め
 

上
に
這
い
あ
が
っ
た
時
、
既
に
目
弦
 

く
よ
う
な
明
る
い
太
陽
の
下
、
青
葉
 

若
葉
に
囲
ま
れ
て
チ
ビ
ッ
子
の
ニ
イ
 

ニ
イ
ゼ
ミ
さ
ん
や
油
ゼ
ミ
さ
ん
、
チ
 

ッ
チ
ゼ
ミ
さ
ん
ク
マ
ゼ
ミ
さ
ん
等
が
 

一
緒
に
な
っ
て
大
自
然
を
讃
え
る
大
 

：・く・×・】・】くくく】】：】：：】敏豪：::::g 

合
唱
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
」
】
 

も
早
速
仲
間
に
入
れ
て
貰
い
一
生
懸
 

命
声
を
限
り
と
う
た
い
ま
し
た
。
せ
 

め
て
一
、
二
週
間
の
短
い
生
命
の
あ
 

る
限
り
は
と
／
先
刻
御
承
知
と
思
い
 

ま
す
が
、
私
達
セ
ミ
族
に
は
特
殊
な
 

発
音
装
置
が
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
音
 

を
発
し
て
い
る
の
で
別
に
口
で
鳴
い
 

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蝉
が
 

発
音
器
か
ら
音
を
出
し
て
云
々
で
は
 

余
り
に
も
情
緒
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
 

動物愛遡間一26日～26日（総理府） 

喜
人
間
世
界
で
は
美
化
す
る
 

×
意
味
で
し
ょ
う
が
蝉
が
鳴
 

豪
い
て
い
る
と
か
、
又
、
蝉
 

緯
が
歌
っ
て
い
る
と
か
云
っ
 

」
」
‘
て
く
れ
ま
す
。
 

」」 

美
化
す
る
と
云
え
ば
、
 

量
文
学
的
表
現
に
も
蝉
し
ぐ
 

一
一
れ
、
初
蝉
、
朝
蝉
、
タ
蝉
、
空
蝉
等
 

一
又
、
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
の
法
師
蝉
さ
 

】
」
ん
な
ん
か
筑
紫
の
人
が
旅
先
で
死
に
、
 

・
】
こ
の
蝉
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
、
筑
紫
 

一
・
恋
し
や
と
鳴
く
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
何
と
な
く
下
の
方
が
騒
々
し
く
な
っ
 

？
一
・
た
と
思
っ
た
ら
、
村
の
悪
餓
鬼
共
が
 

ソ
も
ち
の
木
か
ら
採
集
し
た
「
鳥
も
ち
」
 

登
を
先
端
に
塗
っ
た
長
い
竹
竿
で
も
っ
 

「m
 

て
、
私
達
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

・一・ 

と
ん
ば
 

き
り
ぎ
n
f
 

】 

手
近
に
い
る
蛸
蛤
さ
ん
か
姦
蟻
さ
 

「
一
・
ん
で
も
捕
え
れ
ば
よ
い
の
に
、
先
輩
 

」一（ 

の
方
々
に
も
同
僚
の
諸
君
に
も
だ
い
 

一
一
一
ぶ
犠
性
者
が
出
ま
し
た
が
、
幸
私
を
 

登
狙
っ
た
悪
餓
鬼
に
は
頭
か
ら
シ
ッ
コ
 

】
二
を
か
け
て
桜
の
梢
高
く
逃
れ
難
な
き
 

を
を
得
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
実
を
云
い
ま
す
と
あ
れ
 

は
シ
ッ
コ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
樹
液
 

か
ら
の
養
分
を
吸
っ
た
残
り
の
汁
を
 

宴
護
身
用
に
い
ざ
と
云
う
時
に
発
射
す
 

喜
る
の
で
す
。
昔
、
忍
者
が
使
っ
た
水
 

豪
遁
の
術
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
エ
ン
 

景
タ
ー
テ
ナ
ー
を
自
称
す
る
こ
れ
で
も
 

私
達
は
芸
術
家
の
端
く
れ
で
す
。
、
ン
 

ッ
コ
な
ん
て
尾
寵
な
も
の
は
使
い
ま
 

せ
ん
。
こ
れ
も
人
間
が
勝
 

手
に
シ
ッ
コ
に
決
め
た
こ
 

と
な
の
で
す
。
 

長
々
と
お
喋
り
を
し
て
 

し
ま
い
ま
し
た
ら
、
も
う
 

す
っ
か
り
あ
た
り
が
黄
昏
 

て
ま
い
り
ま
し
た
。
カ
ナ
 

カ
ナ
ゼ
ミ
の
鯛
小
父
さ
ん
の
歌
声
が
 

き
こ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
悪
餓
鬼
 

共
は
と
う
の
昔
に
帰
っ
た
よ
う
で
す
。
 

私
も
こ
の
あ
た
り
で
失
礼
い
た
し
ま
 

し
ょ
う
。
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
。
 

※
こ
の
投
稿
を
下
さ
っ
た
方
の
名
前
 

や
住
所
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
「
 

鈴
夢
」
 
と
あ
る
だ
け
で
す
。
よ
ろ
し
 

か
っ
た
ら
、
住
所
、
御
氏
名
を
ご
一
 

報
下
さ
い
。
（
編
者
よ
り
）
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環境衛生週間一24日～10月1日（厚生省） 



田
緋
狗
集
を
自
費
組
叛
】
一
】
 

稲
荷
町
の
三
木
春
男
さ
ん
 

広
報
 
「
あ
か
い
け
」
 
に
長
期
に
恒
り
 

れ
る
方
は
、
三
木
さ
ん
ま
で
申
し
込
み
 

投
稿
し
て
項
い
た
稲
荷
町
の
三
木
春
男
 

（
春
翁
）
さ
ん
が
、
永
い
年
月
を
か
け
 

て
作
っ
て
こ
ら
れ
た
俳
句
を
厳
選
さ
れ
 

て
、
「
三
木
春
翁
句
集
」
を
自
費
出
版
さ
 

れ
ま
し
た
。
B

五
版
、
百
四
ペ
ー
ジ
か
 

ら
な
り
三
木
さ
ん
自
筆
の
俳
句
集
で
す
。
 

「
こ
の
句
集
を
欲
し
い
方
は
ど
う
す
 

れ
ば
良
い
で
す
か
」
 
と
の
問
い
に
三
木
 

さ
ん
は
「
売
る
つ
も
り
で
出
版
し
た
訳
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ど
う
し
て
 

も
と
い
う
方
が
居
れ
ば
実
費
程
度
の
一
一
 

千
円
を
定
価
と
し
ま
す
」
と
の
事
で
し
 

た
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
 

国民健康保険で I 
~ 

受けられる~ 
 高額療養費の支給  I 

※自己負担が高額になったとき I 

国保の加入者が、同じ月内に医療機関で支払った金 I 

額が次のような場合、その差額分を高額療養費として I 

国保が負担し、申請によってあとから払い戻してもら I 

えます。 ~ 

●同じ人が、同じ月内に医療機関に支払った金額が5 I 

万4, 000円（住民税非課税世帯は3万円）を超えた場 ； 

合、その超えた分について払い戻しが受lナられます。I 

@9 万円の場合 I 

90000円一54,000円=36, 000円（支給額） ~ 

＠同じ世帯で 

同じ月内に医療機関に支払った金額が~ 
3万円（住民税非課税世帯は2万1・000円）以上の人 I 

が2人以上いた場合、高額療養費が支給されます。 ~ 

⑧母5万円、長女4万円の場合 l 

(50,000円＋40,000円）一54,000円=36,000円（支給額）I 

I 
~ 

び去12ケ月以内に、同じ世帯で高額療養費の支給が 

4回以上あった場合、4回目からは1ケ月3万円（住 

民税非課税世帯は2万1,000円）を超えた分について 

支給が受けられます。 

⑨4回目9万円の場合 

90,000円一30,000円＝=60, 000円（支給額） 

●血友病や人工透析の必要な慢性腎炎など、長期間の 

治療が必要な場合、自己負担金は1ケ月1万円で、 

それ以上は国保が負担します（国保認定の特定疾病 

療養受療証が必要です）。 

※くわしくは役場国保係へft28-2004 （内線248番） 
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9月は固定資産税3期分の納税月です 
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